
１　学習の到達目標

２　学習の計画
学
期

月
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学
期

月

・対外経済取引に伴い通貨間の売買が必要に
なることを理解する。その際，自国通貨と外
国通貨の需給関係から為替レートが決まる変
動相場制が採用されており，財やサービス，
資本の出入りや物価水準，金利差など様々な
要因が相場に影響を与えていることを理解す
る。

・国際収支統計の基本的な構成と，日本の対
外経済取引の現状について理解する。
・世界貿易機関や国際通貨基金などの国際経
済機関が果たす役割や課題について理解す
る。

・授業中の様子
・グループワーク
への取り組み
・ワークシートへ
の取り組み
・確認テスト

３　国際協調と国際経
済機関の役割

２　国際収支と為替9

10

４　グローバル化と国
際経済
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第２章　現代
の国際社会と

経済

１　国際経済のしくみ

４　国際紛争と軍備管
理

・授業中の様子
・グループワーク
への取り組み
・確認テスト

・授業中の様子
・グループワーク
への取り組み
・ワークシートへ
の取り組み
・確認テスト

・国際連合をはじめとした国際機構の意義や
役割を理解する。あわせて，NGOや多国籍企業
が国際政治に影響を与えていることも理解す
る。

・国際政治の動向として，冷戦後の動向につ
いて理解する。

２　国際連合と国際協
力

３　国際社会の変遷と
動向

単元名 学習項目

・日本の安全保障と防衛について理解を深め
る。
・国家間の対立を解消するためには調整し協
調することが必要であることを理解する。

第１章　現代の
国際社会と政治

・比較優位の考え方について理解させ，自由
貿易論と保護貿易論とを対比させながら，現
代の貿易問題と関連させて理解する。

第
2
学
期

・持続可能な社会を形成するための政策につ
いて理解する。
・新興工業国経済について特徴課題について
理解する。

・授業中の様子
・グループワーク
への取り組み
・ワークシートへ
の取り組み
・確認テスト

第２章　現代
の国際社会と

経済

単位数

期末考査

第
１
学
期

学習内容や学習活動

学習項目 学習内容や学習活動

評価の材料等

２単位 学科・学年・学級 ３学年選択者（１・２・５組）

令和８年度　　　　地歴公民科　　「政治経済[理系]」シラバス

教科書

単元名

・主に国際政治・国際経済分野を中心に、政治・経済に関する基礎的な知識を学ぶとともに，時事問題への理解・
関心を深め，良識ある市民社会の構成者として必要な態度を身につける。
・現実社会の複雑な課題を把握し，説明するとともに，構想する力，議論し公正に判断して，合意形成や社会参画
に向かう力を養う。
・現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。
・公民として自国を愛し，平和と繁栄を図ることや，我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に，より積
極的な役割を果たそうとする自覚を深めさせる。

中間考査

評価の材料等

中間考査

時事問題の講義 ・時事問題を扱う

副教材等 政治・経済資料２０２６（とうほう）高等学校 政治・経済（清水書院）
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学
期

月

３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

単元名

４　グローバル化と国
際経済

11

国際経済における日本
の役割

・国際経済の安定のために日本が果たすべき
役割にはどのようなものがあるのかを考察す
る。

思考・判断・表現

知識・技能

学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第
2
学
期

・持続可能な社会を形成するための政策につ
いて理解する。
・新興工業国経済について特徴課題について
理解する。

・授業中の様子
・グループワーク
への取り組み
・ワークシートへ
の取り組み
・確認テスト

第２章　現代
の国際社会と

経済

主体的に学習に
取り組む態度

・現代日本における政治・経済の諸課題およびグローバル化する国際社会の諸課題につい
て，基礎的基本的な知識を身につけ，理解を深めている。
・諸資料から課題の解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集
し，読み取る技能を身に付けている。

・現代日本における政治・経済の諸課題およびグローバル化する国際社会の諸課題につい
て多面的・多角的に考察，構想し，表現できている。

・よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとしている。

期末考査

・今日の国際社会の課題は，従来の政治や経
済の枠組みをこえたものが多く，しかも複雑
化していることを理解した上で，リスクある
社会について探究する。

１　グローバル化する
世界のリスクとはなに
か？

1 第３章　国際
社会の諸課題

[知識・技能]　[思考・判断・表現]　[主体的に取り組む態度]の３つの観点別評価の基準に従って、総合的に評価
を行う。
原則として定期考査、確認テスト、レポート等の提出物の内容、ディスカッションや発表などのグループワーク、
授業時の様子を基に総合的に評価する。

　世の中の出来事には因果関係が存在します。因果の「結果」」の部分は、教科書・資料集に掲載されています。
もしかしたら単語だけ覚えてたら「得点」が取れるかもしれません。しかし、それは理解したといえるのでしょう
か。授業では因果の「原因」に注目して進めていきます。「なぜそうなったのか？」「なんで？」「なぜ？」とい
う、穴埋めだけでは埋まらない「なんで？」「なんで？」という箇所を突き詰めていきましょう。因果関係に注目
していくと現在世界で起きている問題の解像度が高くなっていくはずです。

第
3
学
期


